
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

徳島市家庭教育支援チーム 

 （呼称：あわ rin 子育て） 

  

 

②活動拠点 ふれあい健康館 

③活動範囲 徳島市・徳島県内 

④組織体制 

 

  １３ 人 

生活倫理相談士 5 名・看護師 2 名・ママさんサポーター6 名（内幼稚園教

諭 1 名・塾講師 1 名･医師 1 名・保育士 1 名） 

 

⑤活動開始年度 平成２１年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

「あわ rin 子育て」前田有香 

（TEL）050-7118-5669  （E-mail） 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・あわ rin 子育てセミナーの開催 

 私達は現在は隔月公共の場（主にふれあい健康館）をお借りして、子育て

セミナーを開催しています。対象は妊婦さんから子育て中の保護者です。子

育てに関するテーマを設定し、講師よりテーマに沿った講話を聞いて学び、 

その後お互いに悩みや解決した体験などを中心にグループトークを、笑顔

あり涙あり励ましあり語り合います。セミナー最後にはグループから出た悩

みなど発表し、講師からアドバイスを頂き、皆さん笑顔になって散会します。

多くの家庭がより、明るく和やかに成るように、今後も活動して参ります。 

＜セミナーの様子＞ 

 

 

 

 

 

 

・子ども倫理塾 

 子育てセミナーと同時開催で、参加者の子ども達の学びの場を提供。 

基本は「遊び」「学び」「しつけ」を三本柱です。具体的には、季節に合わせた

工作づくりや、シニア世代の方々と昔の遊びをしたり、防災教室でグッズを

子ども達と共に確認、楽しむ中で挨拶や返事、後片付けや物の大切さなど

身に付けていきます。 

＜子ども倫理塾の様子＞ 

 

・子育て交流会開催 

年に数回、「絵手紙」「書道」「阿波十郎兵衛屋敷見学」「ひょうたん島めぐり」 

など、で子育て家族間の親睦を図ります。 

＜子育て交流会の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 



④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・あわ rin 子育てセミナーでは、参加の方々が、「話してスッキリした」、 

「子育ての悩みのヒントがもらえた」、「もっと子供ギュッてしよう」「私にも◯し

よう」と笑顔で帰られ、継続しての参加も多数います。中には講話で学んだ

事を実践して,悩みが解決され、また夫婦が仲良くなり会話が増えたという方

も増えています。 

・子ども倫理塾では、遊びながら学ぶ事で、人前で話すことが苦手だった子

が、進んで手を挙げて役割(進行やあいさつ)などしてくれるようになった。同

時開催は子育てセミナー参加のパパママからも安心して学べると、喜ばれ

ています。兄弟が少ない子も社会生活の学びとなっています。 

・子育て交流会では、子育てだけでなく職場や、健康、料理などの話もアド

バイスし合ったり、書道では日頃じっとしてない子も席断つこともなく、お母さ

んから「日本文化習えてよかった」との声。これからも徳島の伝統文化など

も見学など、取り入れながら交流を深めたい。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （資料・お菓子代として参加費 300 円 会場費(一社)倫理研究所負担） 

 




